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5
億
6
8
7
0
万
円

財
政
調
整
基
金
に
積
立

2

９
月
定
例
会
で
は
、
財
政
調
整
基
金
積
立
な
ど
補
正
予
算
案
８
件
、
条
例
案
８

件
、
事
件
処
分
案
６
件
、
諮
問
１
件
、
人
事
案
件
１
件
、
計
24
件
を
可
決
、
答
申

し
、
議
員
提
出
の
議
会
議
案
２
件
も
可
決
し
ま
し
た
。
な
お
、
決
算
の
認
定
13

件
は
次
回
の
定
例
会
ま
で
の
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
に
お
い
て
は
、
総
務
費
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
補
助
金
、

地
域
振
興
事
業
費
及
び
平
成
18
年
度
決
算
剰
余
金
の
2
分
の
1
相
当
額
を
財
政

調
整
基
金
に
積
み
立
て
る
な
ど
、
5
億
7
4
3
9
万
9
0
0
0
円
が
計
上
さ
れ

ま
し
た
。

民
生
費
で
は
、
障
害
者
自
立
支
援
対
策
臨
時
交
付
金
事
業
費
、
児
童
ク
ラ
ブ

運
営
費
な
ど
、
4
5
9
5
万
4
0
0
0
円
が
、
農
林
水
産
業
費
で
は
、
新
た
な

米
政
策
推
進
事
業
費
、
高
生
産
性
農
業
集
積
促
進
事
業
費
及
び
、
い
し
か
わ
森

林
環
境
基
金
に
よ
る
森
林
環
境
保
全
事
業
費
な
ど
、
1
6
1
8
万
円
が
計
上
さ

れ
、
商
工
費
で
は
、「
白
山
菊
酒
」
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
を
進
め
る
特
産
品
推
進

事
業
費
、
内
尾
地
区
土
地
整
理
事
業
費
、
市
営
ス
キ
ー
場
の
民
営
化
に
係
る
運

営
委
託
準
備
事
業
費
及
び
観
光
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
な
ど
、
2
8
2
0

9
月
定
例
会
概
要
平
成
19
年
第
3
回
市
議
会
定
例
会

9
月
6
日(

木)

〜
25
日（
火
）

■
補
正
予
算
案
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
8
件

特別会計

介護保険特別会計（増額）
歳入
歳出

歳入
歳出

４，４６６万円

９，４９０万円

△６，４２０万円

財産収入、繰越金
介護給付費返還金

市債
竹松墓地公苑整備事業

県支出金、繰入金、市債、諸収入
鳥越高原大日スキ-場事業を一般会計へ移行
（スキ-場指定管理料、リフト用消耗品等）

公債費（増額）
鳥越大日スキ-場に係る元利償還金（社会体育施設と
するため観光事業特別会計からの事業費の組み替え）

６，３１３万円

墓地公苑特別会計（増額）

歳入

歳出

観光事業特別会計（減額）

１８１万円
負担金、使用料、繰入金
ポンプ等修繕、漏水調査業務

歳入
歳出

温泉事業特別会計（増額）

企業会計

水道事業会計（増額）
歳入
歳出

９６１万円

地方債補正

６，６３０万円
８４０万円

体育施設改修事業（辺地対策事業債）
農林水産施設災害復旧事業（災害復旧事業債）

下水道事業特別会計（財源振替）

歳入

歳入
歳出

１億５４万円
△２，４９４万円
△７，５６０万円

１１４万円

国庫支出金
繰入金
市債

繰越金
基金積立金

湊財産区特別会計（増額）

当年度分損益勘定留保資金等にて対応
監視設備更新設計、取水施設修繕工事

一
般
会
計
総
額
8
億
6
6
8
7
万
円
の
増
額
補
正
を
承
認
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万
1
0
0
0
円
が
、
土
木
費
で
は
、
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
被
災
住
宅
再
建
利

子
補
給
金
制
度
の
創
設
な
ど
、
4
0
4
万
6
0
0
0
円
が
計
上
さ
れ
、
消
防
費

で
は
、
消
防
団
員
の
公
務
災
害
補
償
に
係
る
組
合
負
担
金
と
し
て
、
94
万
8
0

0
0
円
、
教
育
費
で
は
、
鳥
越
大
日
ス
ポ
ー
ツ
施
設
運
営
事
業
費
、
学
校
図
書

館
支
援
セ
ン
タ
ー
推
進
事
業
費
及

び
文
化
財
保
護
事
業
費
な
ど
、
1

億
1
1
4
万
4
0
0
0
円
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。

災
害
復
旧
費
で
は
、
雪
害
や
豪

雨
に
よ
る
林
道
、
河
川
等
の
被
害

に
対
す
る
復
旧
費
と
し
て
、
3
2

5
1
万
8
0
0
0
円
が
、
公
債
費

で
は
、
鳥
越
高
原
大
日
ス
キ
ー
場

に
係
る
元
利
償
還
金
6
3
1
3
万

1
0
0
0
円
が
そ
れ
ぞ
れ
計
上
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、

主
な
も
の
と
し
て
介
護
保
険
特
別

会
計
で
は
、
介
護
給
付
費
の
精
算

に
伴
う
返
還
金
な
ど
、
墓
地
公
苑

特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
竹
松
墓

地
公
苑
の
第
二
工
区
造
成
工
事

費
、
観
光
事
業
特
別
会
計
で
は
ス

キ
ー
場
指
定
管
理
委
託
料
な
ど
、

特
別
会
計
7
会
計
で
総
額
8
7
9

2
万
3
0
0
0
円
が
計
上
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
予
算
案
は
、
所

管
の
委
員
会
付
託
後
、
慎
重
審
議

の
結
果
、
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

9月定例会概要

一般会計

歳入の主なもの
国庫支出金
県支出金
財産収入
寄附金
繰入金
繰越金
諸収入
市債（借金）

６８９万円
６，５８３万円
２７６万円
１０万円
１０９万円

７億４，１６５万円
△２，６１６万円
７，４７０万円

歳出の主なもの
総務費（増額）
法政大学との事業協定による地域づくり
財政調整基金積立

５億７，４４０万円
３２０万円

５億６，８７０万円

民生費（増額）
障害者自立支援事業
公立保育所のあり方検討委員会経費

４，５９５万円
４，０１５万円

７３万円

農林水産費（増額）
森林環境保全事業
（いしかわの森林環境基金による）
かが森林組合貯木場拡張等事業負担金

１，６１８万円

４００万円

３０７万円

商工費（増額）
「白山菊酒」ブランド力向上補助金
市営スキー場民営化準備調査業務委託料
観光事業特別会計への繰出金

２，８２０万円
５００万円
９００万円
３３０万円

教育費（増額）

鳥越大日スポーツ施設運営事業費
（社会体育施設とするため観光事業特別会計からの事業費の組み替え）

学校図書館支援ｾﾝﾀ-推進事業
白山の世界遺産登録推進事業
問題を抱える子ども等の自立支援事業

１億１１４万円

７，２５５万円

６４６万円
１８０万円
１３５万円

土木費（増額）
能登半島被災地住宅再建利子補給事業

４０５万円
３０万円

災害復旧費（増額）
豪雨等による林道復旧工事費等（9路線）
土砂流出対策工事費

３，２５２万円
２，８６６万円
３８６万円

社会体育施設へ機能転換する鳥越高原大日スキー場
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【
意
見
書
】

・
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

き
め
細
か
い
教
育
の
実
現
た
め
に
、
教
育
予
算
の
拡
充
を
求

め
る
。

・
道
路
整
備
促
進
に
関
す
る
意
見
書

道
路
整
備
に
必
要
な
安
定
し
た
財
源
を
確
保
し
、
遅
れ
て
い

る
地
方
の
道
路
整
備
を
計
画
的
か
つ
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
を

要
望
す
る
。

・
白
山
市
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

観
光
事
業
特
別
会
計
の
う
ち
、
鳥
越
高
原
大
日
ス
キ
ー
場
を
社
会
体
育
施
設
へ

機
能
転
換
す
る
こ
と
に
伴
う
条
例

・
白
山
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

バ
ー
ド
ハ
ミ
ン
グ
鳥
越
及
び
シ
ー
サ
イ
ド
松
任
の
敷
地
を
有
料
公
園
施
設
に
追
加

・
白
山
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

市
営
く
ろ
ゆ
り
住
宅
が
、「
白
峰
温
泉
総
湯
・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設

に
伴
い
廃
止
と
な
る
た
め
、
関
係
規
定
を
削
除

一
般
県
道
内う

つ

尾お

口く
ち

直の

海み

線
改
築
工
事
の
完
成
に
伴
い
、
旧
県
道
部
分
を
市
道
路
線

に
認
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
白
峰
温
泉
総
湯
・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
（
建
築

工
事
）
請
負
契
約
締
結
の
た
め
の
議
決
が
求
め
ら
れ
、
可
決
し
ま
し
た
。（
他
4
件
）

・
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
答
申

長
島
東
雄
さ
ん
（
法
仏
町
）

・
公
の
施
設
を
利
用
す
る
権
利
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
決

定
に
つ
い
て
答
申

財
団
法
人
未
智
之
里
、
株
式
会
社
セ
イ
モ
ア
内
尾
、
株
式
会
社
ツ
ウ
ワ
ン
白
峰
及

び
株
式
会
社
ピ
ー
ク
ス
の
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
の
定
め

に
よ
り
、
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

■
条
例
案
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
8
件

■
事
件
処
分
案
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
6
件

■
人
事
案
件
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
件

■
諮
問
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
件

■
報
告
案
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
4
件

主
な
条
例
案
の
内
容

決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置

委
員
長
／
北
川
　
謙
一
　
　
副
委
員
長
／
清
水
　
芳
文

委
　
員
／
小
川
　
義
昭
　
　
南
　
　
清
人
　
　
古
河
　
尚
訓

本
屋
彌
壽
夫

宮
中
　
郁
恵
　
　
宮
岸
　
美
苗

撫
子
　
順
一
　
　
小
島
　
文
治
　
　
吉
田
　
郁
夫

笹
木
　
　
進
　
　
前
多
　
喜
良
　
　
岡
田
　
俊
吾

林
　
　
　
繁
　
　
水
上
　
俊
明

9月定例会概要
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問質
般一

村本 一則

自
治
体
健
全
化
法
、

職
員
へ
の
周
知
は

厳
し
い
財
政
の
認
識
も
含
め
た
中
、

法
の
周
知
を
徹
底
す
る

ＱＡ

竹田 伸弘

Ｃ.

Ｃ.

Ｚ.

の
シ
ン
ボ
ル
、

風
車
の
羽
根
の
修
復
は

安
全
性
確
保
で
き
ず
撤
去
す
る

ＱＡ

財
政
健
全
化
法
の
成

立
に
よ
り
、
一
般
会
計
や
合
併

特
例
債
な
ど
も
含
め
、
行
政
運

営
に
影
響
が
あ
る
の
か
。

早
期
健
全
化
基
準
、

財
政
再
生
基
準
が
今
後
定
め

ら
れ
、
基
準
を
上
回
っ
た
場

合
、
合
併
特
例
債
を
含
め
た

起
債
発
行
の
制
限
な
ど
、
行

政
運
営
に
大
き
く
影
響
す
る
。

将
来
負
担
比
率
を
健
全
に
す

る
た
め
第
三
セ
ク
タ
ー
の
負

債
を
減
少
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

財
政
健
全
化
法
の
施

行
は
平
成
20
年
度
決
算
と
い
う

こ
と
だ
が
、
来
年
度
の
予
算
編

成
か
ら
考
慮
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
今
後
の
予
算
編

成
時
期
に
向
け
て
の
方
針
、
方

向
性
は
ど
う
か
。

現
在
、
中
期
財
政
計

画
の
見
直
し
を
行
っ
て
お
り
、

財
政
健
全
化
法
の
趣
旨
を
念

頭
に
、
将
来
を
見
据
え
た
予

算
編
成
を
行
っ
て
い
く
。

病
院
の
医
師
、
看
護

師
等
の
ス
タ
ッ
フ
不
足
は
、
全

国
的
に
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
市
内
に
お
い
て
は
大
丈

夫
か
。

一
部
の
診
療
科
で
不

足
し
て
お
り
、
大
学
病
院
と

の
連
携
に
よ
り
医
師
の
確
保

に
努
め
る
。今

後
の
公
立
病
院
が

医
師
、
看
護
師
等
ス
タ
ッ
フ
を

確
保
す
る
に
は
、
労
働
環
境
を

整
備
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

今
後
、
病
院
経
営
が

一
層
厳
し
く
な
る
こ
と
か
ら
、

地
方
公
営
企
業
法
の
「
法
の
全

適
」
を
検
討
し
、
地
域
医
療
の

担
い
手
と
し
て
取
り
組
む
。

Ｃ.

Ｃ.

Ｚ.

松
任
海
浜

公
園
の
破
損
し
て
い
る
風
力
発

電
の
風
車
の
羽
根
を
、
早
く
直

し
て
ほ
し
い
と
い
う
地
元
の
要

望
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

製
造
元
は
風
車

の
羽
根
を
製
造
し
て
お
ら
ず
、

各
メ
ー
カ
ー
に
打
診
し
た
が
、

安
全
性
の
確
保
が
困
難
な
た

め
撤
去
し
た
い
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

市
長

市
長

市
長

こ
の
法
律
の
適
用
は

２
年
後
、
普
通
会
計
だ
け
で
な

く
、
特
別
会
計
や
一
部
事
務
組

合
・
公
社
・
第
三
セ
ク
タ
ー
を

も
含
ん
だ
監
視
対
象
と
な
る
単

年
度
の
実
質
赤
字
比
率
、
連
結

赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率

だ
け
で
な
く
、
支
出
予
定
額
も

含
め
た
将
来
負
担
比
率
も
考
慮

し
た
財
政
状
態
の
判
断
指
標
を

導
入
す
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で

の
現
行
法
と
の
大
き
な
違
い
に

つ
い
て
ど
う
把
握
し
て
い
る
の

か
。

夕
張
市
の
よ
う
に
突

然
破
綻
を
宣
言
す
る
事
態
と
な

ら
な
い
よ
う
、
健
全
化
判
断
比

率
の
公
表
を
義
務
付
け
、
財
政

情
報
の
開
示
を
徹
底
し
た
新
し

い
財
政
健
全
化
の
４
つ
の
指
標

に
よ
り
、
国
が
自
治
体
を
再
生

団
体
と
健
全
化
団
体
に
指
定
す

る
こ
と
に
な
っ
た
点
が
大
き
な

違
い
で
あ
る
。

総
務
省
モ
デ
ル
の
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
が
作
成
さ
れ
て

き
た
が
、
総
務
省
へ
の
報
告
の

資
料
と
し
て
作
成
さ
れ
、
自
治

体
間
の
比
較
に
は
優
れ
て
い
た

が
、
適
時
性
、
正
確
性
や
発
展

性
に
欠
け
る
な
ど
の
問
題
点
も

あ
り
、
自
治
体
で
は
独
自
の
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
す
る
動

き
が
広
ま
っ
て
き
て
い
る
。
自

治
体
健
全
化
法
の
施
行
に
伴
い

以
前
に
も
増
し
て
必
要
性
が
高

ま
っ
て
き
て
い
る
自
治
体
独
自

の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
、
白
山
市

は
作
成
し
な
い
の
か
。

昨
年
９
月
に

設
置
し
た
公
会
計
制
度
実
務

研
究
会
に
て
検
討
を
重
ね
、

今
後
、
総
務
省
方
式
か
ら
改

訂
モ
デ
ル
方
式
そ
し
て
企
業

会
計
に
お
け
る
複
式
簿
記
・

発
生
主
義
を
全
面
的
に
導
入

す
る
基
準
モ
デ
ル
方
式
の
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
作
成
へ
と
順

次
進
め
て
ゆ
く
。

自
治
体
健
全
化
法
、
こ
れ

ま
で
の
法
律
と
の
大
き
な

違
い
は

白
山
市
独
自
の
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
の
作
成
は

白
山
市
方
式
の
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
が
で
き
た
ら
い
い

質
問

質
問

企
画
財
政
部
長

市
長

建
設
部
長

一般質問

市
長

健全化法、行財政改革が急務となる白山市

現
行
の
地
方
財
政
制
度
の

問
題
点
を
是
正
す
る
、
重

要
な
変
更
で
あ
っ
た

「早く直してほしい」との声があった
デンマーク製風車
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清水 芳文

白
山
市
か
ら
隣
接
地
域
へ
の

「
め
ぐ
ー
る
」
運
行
拡
大
を
図
れ

能
美
市
や
野
々
市
町
と
の
接
続
、

来
年
４
月
運
行
で
協
議
開
始

ＱＡ

宮中 郁恵

学
校
給
食
費
の
滞
納
に

連
帯
保
証
人
制
度
を

状
況
を
見
て
判
断

ＱＡ

白
山
市
が
現
在
応
募

中
の
「
ま
ち
な
み
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
で
採
用
さ
れ
た
場
所
を
映

画
、
ド
ラ
マ
の
ほ
か
、
Ｃ
Ｍ
の

ロ
ケ
地
と
し
て
も
活
用
せ
よ
。

ま
た
、
市
内
の
企
業
に
は
Ｃ
Ｍ

の
制
作
費
を
助
成
す
る
な
ど
し

て
活
用
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

関
係
団
体
に

対
し
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
利

用
促
進
を
図
り
た
い
。

市
の
名
称
「
白
山
」

を
使
っ
た
施
設
名
や
商
品
名
の

普
及
を
図
り
な
が
ら
、「
白
山
」

を
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
発
信

で
き
る
取
り
組
み
を
図
れ
。

ま
た
、
１
９
９
７
年
に
運
行

終
了
し
た
特
急
「
白
山
」
を
復

活
さ
せ
、
首
都
圏
と
白
山
市
を

結
ぶ
取
り
組
み
を
開
始
せ
よ
。

白
山
ブ
ラ
ン
ド

を
推
進
す
る
事
業
団
体
等
に

は
、
積
極
的
に
支
援
し
た
い
。

ま
た
、
列
車
の
愛
称
「
白

山
」
に
つ
い
て
は
、
適
切
な

時
期
に
対
応
を
考
え
た
い
。

①
美
川
地
域
か
ら
能

美
市
や
川
北
町
を
回
る
「
め
ぐ
ー

る
」
の
運
行
拡
大
を
図
れ
。

②
野
々
市
町
「
の
っ
テ
ィ
」
と
白

山
市
「
め
ぐ
ー
る
」
を
、
自
治
体

の
区
域
を
越
え
た
相
互
乗
り
入
れ

の
運
行
拡
大
を
提
案
す
る
。

①
来
年
４
月
か
ら
両

市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が

両
市
の
境
付
近
で
接
続
で
き

る
よ
う
協
議
を
開
始
し
た
。

②
今
後
の
課
題
と
し
て
、

野
々
市
町
と
の
協
議
を
検
討

し
た
い
。

「
ま
ち
な
み
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
の
活
用
を
拡
充
せ
よ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

「
め
ぐ
ー
る
」の
隣
接
地
域

へ
の
運
行
拡
大
を

「
白
山
」を
地
域
ブ
ラ
ン
ド
に

質
問

質
問

質
問

観
光
推
進
部
長

市
長

保
育
料
、
小
・
中
学

校
給
食
費
の
悪
質
滞
納
者
が
増

え
て
い
る
。
全
国
の
認
可
保
育

園
で
、
２
０
０
６
年
度
の
保
育

料
滞
納
が
89
億
７
０
０
０
万

円
、
約
８
万
６
０
０
０
人
の
保

護
者
が
滞
納
し
て
い
る
。
小
・

中
学
校
給
食
費
で
は
、
２
０
０

５
年
度
で
22
億
円
を
上
回
る
滞

納
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
理
由

は
、保
護
者
の
責
任
感
の
欠
如
、

規
範
意
識
の
低
下
で
、
逃
げ
得

は
絶
対
許
し
て
は
な
ら
な
い
。

厚
生
労
働
省
は
、
保
育
料
滞

納
の
保
護
者
に
対
し
、
厳
格
な

対
応
を
と
る
よ
う
通
知
を
出
し

た
が
、
そ
の
対
応
を
聞
く
。
学

校
給
食
費
滞
納
に
つ
い
て
は
、

連
帯
保
証
人
制
度
を
設
け
て
は

ど
う
か
。

本
市
の
保
育
料
滞
納

額
は
６
５
９
万
円
に
上
る
。

こ
れ
ま
で
所
長
を
通
じ
て
督

促
、
担
当
職
員
が
家
庭
訪
問

等
を
し
、
納
付
を
促
し
て
き

た
が
、
効
果
が
上
が
ら
な
か

っ
た
。

食
材
費
は
給
食

費
で
賄
っ
て
い
る
の
で
、
納

め
る
の
は
当
然
。
義
務
を
果

た
そ
う
と
し
な
い
保
護
者
は

残
念
。

予
防
接

種
料
金
は
保
険
適

用
外
の
た
め
、
全

額
自
己
負
担
で
あ

る
。
２
回
接
種
を

行
い
、
１
回
３
０

０
０
円
前
後
と
高

額
で
、
兄
弟
の
い

る
家
庭
は
家
計
に

大
き
な
負
担
と
な

り
、
受
け
た
く
て

も
受
け
ら
れ
な
い

の
が
現
状
で
あ

る
。
公
費
助
成
の

自
治
体
の
事
例
が
あ
る
が
、
考

え
は
。

平
成
５
年
ま

で
は
、
高
校
生
ま
で
無
料
で
実

施
。
有
効
性
の
疑
義
、
副
反
応

の
事
故
等
に
よ
り
、
平
成
６
年

度
に
予
防
接
種
法
が
改
正
さ
れ

た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
は
、
個
人
の
判
断
で
行
う
任

意
接
種
と
な
る
。

子
育
て
家
庭
に
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
を

保
育
料
は
優
良
市
町
の
事
例

を
参
考
に
縮
減
に
努
め
る

質
問

市
長

質
問

教
育
部
長

産
業
部
長

白山ブランドとして
誕生した「白山菊酒」
（シールと銘柄）

健
康
福
祉
部
長

公
費
助
成
は
困
難

市内保育所の様子
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問質
般一

北山 進

中
宮
温
泉
ス
キ
ー
場
の

地
域
振
興
策
は

豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た
振
興
策

を
協
議
し
て
い
き
た
い

ＱＡ

前多 喜良

税
や
料
金
の
滞
納
額
や

徴
収
対
策
を
問
う

滞
納
対
策
委
員
会
を
設
置
し

徴
収
率
の
向
上
を
図
る

ＱＡ

市
税
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
、
国
保
会
計
保
険

税
、
保
育
料
と
給
食
費
、
上
下

水
道
使
用
料
、市
営
住
宅
家
賃
、

土
地
借
地
料
等
の
税
や
料
金
の

滞
納
額
と
徴
収
に
対
す
る
取
り

組
み
を
問
う
。
納
税
は
国
民
の

義
務
で
あ
り
、
身
勝
手
な
人
が

得
を
す
る
不
公
平
さ
だ
け
は
、

絶
対
放
置
し
て
は
な
ら
な
い
。

未
納
の
保
護
者
は
将
来
あ
る

子
供
が
知
っ
た
と
き
、
ど
ん
な

思
い
を
す
る
の
か
真
剣
に
考
え

る
べ
き
で
あ
る
。
徴
収
率
ア
ッ

プ
を
め
ざ
し
コ
ン
ビ
ニ
で
の
納

付
が
で
き
な
い
か
検
討
を
願
う
。

現
在
、
税
、
料
金
等

の
滞
納
総
額
は
15
億
円
と
な
っ

て
お
り
、
国
民
の
三
大
義
務
で

あ
る
納
税
は
、
必
ず
納
め
て
い

た
だ
き
た
い
。
市
民
負
担
の
公

平
、
公
正
を
図
る
た
め
、
ま
た
、

不
公
平
が
生
じ
な
い
よ
う
、
厳

正
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
今
後
、
市
民
の
代
表
な
ど

に
よ
る
滞
納
対
策
委
員
会
を
設

置
し
、
徴
収
率
の
向
上
を
図
っ

て
い
く
。

納
税
者
の
利

便
向
上
の
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
収

納
な
ど
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

保
育
料
は
、

所
長
か
ら
の
督
促
や
職
員
の

家
庭
訪
問
を
実
施
し
、
誓
約

書
を
徴
収
し
て
分
割
納
入
の

確
約
な
ど
、
滞
納
整
理
に
努

め
て
い
る
。

納
付
に
応
じ

な
い
滞
納
者
に
つ
い
て
は
、

給
水
条
例
に
基
づ
き
給
水
停

止
の
予
告
を
行
い
、
給
水
停

止
を
行
っ
て
い
る
。

参
議
院
議
員
選
挙
に

お
け
る
期
日
前
投
票
所
８
カ
所

の
う
ち
、
６
カ
所
の
投
票
期
間

16
日
間
を
８
日
間
に
短
縮
し
、

投
票
時
間
の
繰
り
上
げ
も
行
っ

た
成
果
に
つ
い
て
問
う
。
期
日

前
投
票
16
日
間
行
っ
た
投
票
所

の
状
況
、
支
所
で
の
前
半
８
日

間
の
投
票
者
数
の
結
果
に
つ
い

て
問
う
。

３
年
前
の

選
挙
と
比
較
す
る
と
、
投
票
者

数
に
お
い
て
２
８
８
８
人
増
の

８
８
２
６
人
で
、
当
日
有
権
者

の
９
・
83
％
、
１
・
49
倍
で

あ
っ
た
。
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

で
は
、
前
回
と
比
べ
約
２
倍
の

５
５
４
０
人
、
鳥
越
支
所
で
は
、

１
・
２
倍
の
３
３
７
人
と
な

り
、
前
半
の
８
日
間
で
は
83
人

で
、
１
日
10
人
程
度
と
い
う
結

果
と
な
っ
た
。
本
市
で
は
、
ど

の
投
票
所
か
ら
で
も
投
票
で
き

る
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
、
伸

び
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

今
回
の
期
日
前
投
票
の
期
間
短

縮
に
よ
り
、
約
３
０
０
万
円
の

経
費
縮
減
と
な
っ
た
。

３
０
０
万
円
の
経
費
縮
減

期
日
前
投
票
日
の
短
縮
の

成
果
は

質
問

質
問

選
挙
管
理
委
員
長

企
画
財
政
部
長

健
康
福
祉
部
長

上
下
水
道
部
長

市
長

林
道
は
、
現
在
旧
自

治
体
の
予
算
や
、
維
持
管
理
方

法
を
基
に
管
理
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
で
は
地
域
に
よ
っ
て
不
公

平
が
生
じ
る
。
林
道
に
も
規
格

を
設
け
て
、
白
山
市
と
し
て
統

一
し
た
、
維
持
管
理
を
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
森
林
環
境
基
金
事
業

の
事
業
現
場
へ
至
る
林
道
整
備

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

林
道
の
規
格
の

統
一
は
林
道
の
持
つ
特
殊
性

な
ど
に
よ
り
難
し
い
。
地
域

に
よ
る
不
公
平
が
生
じ
な
い

よ
う
に
管
理
方
式
の
統
一
を

進
め
る
。

森
林
環
境
基
金
事
業
の
対

象
箇
所
へ
の
作
業
道
と
な
る

林
道
整
備
は
事
業
計
画
に
合

せ
て
整
備
す
る
。

コ
ミ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
を
委
託
し
て
い
る
事
業
者

に
国
土
交
通
省
北
陸
運
輸
局
の

査
察
が
入
っ
て
い
る
。
白
山
市

は
市
民
に
安
心
し
て
利
用
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、
こ
の
事
業
者

に
安
全
管
理
に
対
す
る
申
し
入

れ
を
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
利
用
者
の
少
な
い
路

線
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
方
式
や
、

高
齢
者
の
た
め
に
フ
リ
ー
バ
ス

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
考
え
て
い

る
の
か
。

毎
月
の
業
務

報
告
、
半
期
ご
と
に
車
両
の

安
全
点
検
整
備
状
況
の
報
告

を
書
面
等
で
受
け
、
確
認
し

て
い
る
。

白
山
ろ
く
地
域
で
の
フ
リ

ー
バ
ス
方
式
の
導
入
は
早
く

実
現
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

デ
マ
ン
ド
バ
ス
方
式

は
検
討
す
る
。

今
、
行
財

政
改
革
を
進
め
て
い

る
が
、
文
化
施
設
や
、

体
育
施
設
は
、
今
後
、

統
廃
合
を
進
め
て
行

く
の
か
。

施
設
の

利
用
状
況
、
維
持
管

理
費
用
の
状
況
、
施
設
の
必

要
性
を
踏
ま
え
て
、
今
後
検

討
す
る
。

今
期
か
ら
休
止
す
る

中
宮
温
泉
ス
キ
ー
場
は
、
地
域

の
商
工
業
者
や
住
民
に
と
っ

て
、
生
活
に
密
着
し
た
大
き
な

問
題
で
あ
る
。
早
急
に
地
域
振

興
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

新
た
な
地
域

振
興
策
は
、
地
元
の
意
見
を

尊
重
し
、
豊
か
な
自
然
や
素

材
を
活
用
す
る
こ
と
も
視
野

に
入
れ
、
今
後
協
議
を
進
め

て
い
く
。

質
問

質
問

質
問

質
問

産
業
部
長

総
務
部
長

企
画
財
政
部
長

観
光
推
進
部
長

今期から休止する中宮温泉スキー場



8

産
婦
人
科
医
師
の
将

来
に
わ
た
る
安
定
的
確
保
に
つ

い
て
市
長
の
見
解
を
聞
く
。

公
立
松
任
石
川
中
央

病
院
は
、
現
在
産
婦
人
科
医

師
１
名
体
制
だ
が
、
医
師
不

足
が
深
刻
化
す
る
中
、
今
後

も
医
療
体
制
の
確
保
充
実
を

図
り
た
い
。

救
急
の
妊
産
婦
は
、
か
か

り
つ
け
医
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
受
け
入
れ
て
お
り
、
心

配
は
な
い
。公

立
松
任
石
川
中
央

病
院
で
の
保
育
室
設
置
が
具
体
化

さ
れ
た
際
に
は
、
一
般
を
対
象
と

し
た
病
児
保
育
を
実
施
せ
よ
。

保
育
室
設
置
は
、
今

後
の
病
院
運
営
の
議
論
の
中

に
も
あ
り
、
設
置
さ
れ
れ
ば

病
児
保
育
も
検
討
す
る
。

来
年
度
か
ら
、
乳
幼

児
の
患
者
負
担
が
３
割
か
ら
２

割
に
制
度
変
更
さ
れ
る
。
こ
れ

に
よ
る
市
の
負
担
軽
減
分
を
財

源
に
、
中
学
卒
業
ま
で
助
成
を

広
げ
よ
。

来
年
度
か
ら
、
対
象

を
中
学
３
年
ま
で
引
き
上
げ

た
い
。

患
者
負
担
の
制
度
変
更
で
、

一
般
財
源
は
２
３
０
０
万
円

軽
減
さ
れ
る
。
中
学
３
年
生

ま
で
医
療
費
助
成
を
し
た
場

合
、
約
２
０
０
０
万
円
を
要

し
、
財
源
と
し
て
は
賄
え
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

公
園
の
設
置
を
求
め

る
声
に
応
え
よ
。
ま
た
、
遊
び

場
と
し
て
、
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
開
放
で
き
な
い
か
。

公
園
設
置
の
要

望
が
あ
る
の
は
確
か
で
、
町

内
会
単
位
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
広
場
の
整
備
事
業
で
支
援

し
て
い
く
。

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
開
放

は
、
不
審
者
対
策
の
こ
と
も

あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

用
を
図
り
な
が
ら
弾
力
的
に

運
用
し
て
い
く
。

保
育
所
・
学
校
・
公

共
施
設
に
、
10
月
か
ら
実
施
の

緊
急
地
震
速
報
の
受
信
・
伝
達

シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
せ
よ
。

緊
急
地
震
速

報
の
シ
ス
テ
ム
導
入
は
、
今

後
全
市
域
に
、
統
一
し
た
防

災
行
政
無
線
の
整
備
に
併
せ

て
、
調
査
・
研
究
し
て
い
き

た
い
。

保
育
所
の
耐
震
診
断

の
進
捗
は
ど
う
か
。市

の
専
門
職

員
に
よ
り
、
保
育
所
の
第
一
次

耐
震
診
断
を
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え

改
善
計
画
を
作
り
た
い
。

民
営
化
の
意
向
と
目
的

を
市
民
に
明
ら
か
に
す
べ
き
だ
。

法
人
の
方
が
、
多
様

な
保
育
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
、

国
の
補
助
制
度
も
完
備
さ
れ

て
い
る
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
大

き
い
。

公
園
の
設
置
を

緊
急
地
震
速
報
な
ど

公
立
保
育
所
の
民
営
化

公
立
病
院
の
産
科
医
療

病
児
保
育
の
実
施
を

子
ど
も
の
医
療
費
助
成

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

市
長

市
長

市
長

市
長

宮岸 美苗

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
拡
充
を

来
年
度
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

広
げ
る

ＱＡ

心
の
教
育
に
つ
い
て

の
所
感
を
問
う
。子

ど
も
た
ち
に

国
、
郷
土
を
愛
す
る
心
を
培

い
、
学
力
と
規
範
意
識
を
身

に
つ
け
た
、
健
康
で
た
く
ま

し
い
人
間
と
し
て
育
つ
よ
う
、

家
庭
教
育
や
社
会
教
育
を
推

進
し
た
い
。家

庭
教
育
に
つ
い
て

の
認
識
を
尋
ね
る
。

今
日
の
家
庭
環
境
は

複
雑
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、

地
道
に
取
り
組
み
、
親
が
規
範

と
し
て
の
行
動
を
と
り
、
子
ど

も
に
愛
情
を
注
ぎ
、
豊
か
な
家

庭
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
大
事

で
あ
る
。
子
を
持
つ
親
を
対
象

に
講
演
会
を
開
催
す
る
等
、
家

庭
の
役
割
の
大
切
さ
を
啓
発

し
、
地
域
で
助
け
合
い
な
が
ら
、

家
庭
の
力
を
高
め
る
努
力
を
し

た
い
。

厳
し
い
財
政
を
い
か

に
乗
り
切
る
か
。

既
存
事
業
の
一
部

先
送
り
や
新
規
事
業
の
平
準

化
、
事
務
費
な
ど
の
見
直
し
に

よ
り
、
コ
ス
ト
削
減
を
図
る
。

一
方
で
、
自
主
財
源
の
基

盤
強
化
を
図
る
。

「
ゆ
と
り
教
育
」
に

よ
る
本
市
の
児
童
・
生
徒
の
学

力
低
下
は
な
い
か
。
レ
ベ
ル
を

示
す
資
料
は
。教

育
課
程
の
編
成

や
指
導
法
を
工
夫
、
改
善
し
、

学
力
向
上
に
努
め
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
の
学
力
な
ど
の

評
価
は
、
保
護
者
な
ど
に
よ

る
外
部
評
価
も
大
切
で
あ
る
。

４
月
に
実
施
し
た
「
全
国
学

力
、
学
習
状
況
調
査
」
の
結

果
は
、
国
の
指
導
に
基
づ
き
、

教
育
委
員
会
で
検
討
し
、
で

き
る
範
囲
で
報
告
し
た
い
。

森
や
自
然
環
境
の
保

全
と
利
活
用
に
つ
い
て
問
う
。

多
様
な
自
然
と
美
し

い
景
観
を
保
存
す
る
と
と
も

に
動
植
物
の
保
護
を
図
り
、

自
然
と
人
が
共
存
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
た
い
。
森

林
環
境
税
を
活
用
し
、
間
伐

事
業
、
里
山
整
備
や
植
林
・

間
伐
体
験
な
ど
を
通
し
、
今

後
も
事
業
の
普
及
、
啓
蒙
を

図
り
、
豊
か
な
森
林
を
守
り
、

育
て
た
い
。屋

敷
林
の
保
全
と
不

用
樹
木
の
再
利
用
を
考
え
て
は

ど
う
か
。来

年
、
石
川
県
の
景

観
総
合
条
例
制
定
の
動
向
を

見
て
、
前
向
き
に
検
討
し
た

い
。
樹
木
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
整
備
の
中
で
、

可
能
か
ど
う
か
検
討
し
た
い
。

質
問

質
問

質
問

教
育
委
員
長

質
問

市
長

市
長

市
長

副
市
長

教
育
長

石田 正昭

本
市
児
童
・
生
徒
の
学
力
レ
ベ
ル

を
示
せ

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
を
国
の

指
導
の
も
と
、
報
告
す
る

ＱＡ質
問

質
問

建
設
部
長

市
民
生
活
部
長

健
康
福
祉
部
長

質
問
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一
般
廃
棄
物
処
理
に

は
多
額
の
費
用
を
要
す
る
が
、

今
後
の
取
り
組
み
を
問
う
。

「
循
環
型
社
会
」
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
に
は
、
ご
み
の
発
生
・
排

出
抑
制
の
促
進
、
資
源
化
の

促
進
、
環
境
負
荷
の
低
減
化

と
適
正
処
理
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
市
民
、
事

業
者
と
の
協
働
体
制
を
構
築

し
、
よ
り
効
率
的
で
効
果
的

な
ご
み
処
理
体
制
を
整
え
る

べ
き
で
あ
る
。

事
業
系
ご
み
の
分
別

排
出
に
つ
い
て
、
一
層
の
減
量

化
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
内
経
済
団

体
を
通
じ
、
分
別
排
出
を
徹

底
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
く
。

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
分
別
排
出
の
徹
底
化
を
。

リ
サ
イ
ク
ル

制
度
の
定
着
に
向

け
て
、
簡
易
洗
浄

や
減
量
化
を
含
む

分
別
排
出
の
徹
底

し
た
啓
発
を
図

る
。

ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
へ
の

剪
定
枝
の
搬
入
を

抑
制
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

破
砕
機
や
焼

却
炉
の
負
担
軽
減
も
視
野
に

入
れ
、
造
園
業
者
等
に
対
し
、

協
力
を
呼
び
か
け
る
。

事
業
系
生
ご
み
の
堆

肥
化
を
推
進
せ
よ
。民

間
企
業
の

処
理
施
設
を
活
用
し
、
公
共

施
設
を
含
め
た
生
ご
み
の
堆

肥
化
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

「
め
ぐ
ー
る
」
の
利
用
率
が
伸
び

て
い
な
い
。
改
善
す
べ
き
点
は
。

「
め
ぐ
ー
る
」

の
見
直
し
は
、
運
行
実
績
や

利
用
者
の
意
見
を
伺
い
な
が

ら
適
時
行
い
、
見
直
し
の
中

で
利
用
促
進
策
を
実
行
し
、

運
行
経
費
削
減
に
努
め
る
。

市
民
の
皆
様
に
も
「
地
域
の

足
は
自
分
た
ち
が
守
る
。」
と

の
認
識
の
も
と
、
利
用
を
お

願
い
し
た
い
。

容
器
包
装
プ
ラ
の
分
別
排

出
に
異
物
の
混
入
が
多
い

ご
み
の
減
量
化
、

リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進

市
長

質
問

小島 文治

ご
み
処
理
費
年
間
10
億
円

ご
み
の
減
量
化
を
徹
底
す
べ
き

さ
ら
な
る
排
出
抑
制
、
分
別
の

徹
底
に
向
け
、
指
導
・
啓
発
す
る

ＱＡ

子
ど
も
を
守
る
自
主

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活

動
把
握
と
現
状
は
。

こ
の
活
動
が
実
を
結

び
、
市
内
で
は
子
ど
も
の
声

か
け
事
案
等
が
徐
々
に
減
少

し
て
い
る
。

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て

い
る
皆
さ
ん
に
、
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

今
後
も
活
動
の
推
進
を
お
願

い
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

現
状
、
把
握
し
て

い
る
団
体
数
は
、
20
小
学
校

区
、
28
団
体
、
２
６
０
０
人

余
り
い
る
。
防
犯
の
心
得
や

保
険
加
入
に
つ
い
て
は
学
校

等
に
て
行
っ
て
お
り
、
28
団

体
に
つ
い
て
は
保
険
に
加
入

し
て
い
る
。

ま
た
、
関
連
す
る
団
体
等

と
の
連
携
に
つ
い
て
は
十
分

で
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
今

後
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

さ
ら
に
、
現
在
把
握
し
て
い

な
い
団
体
が
あ
れ
ば
、
保
険

に
加
入
し
て
い
た
だ
く
よ
う

に
し
た
い
と
思
う
。

現
状
、
活
動
す
る
す
べ
て

の
団
体
に
対
し
て
委
嘱
状
等

を
出
す
こ
と
に
し
て
い
る
。

森
林
環
境
税
導
入
で

の
市
の
か
か
わ
り
は
。

間
伐
事
業
等
、
大
変

有
意
義
な
事
業
で
あ
り
、
積

極
的
に
推
進
し
た
い
。

湊
地
区
の
松
く
い
虫

対
策
は
。

今
後
も
、
松
く
い
虫

対
策
や
植
林
事
業
を
推
進
し

た
い
。

美
川
地
域
に
お
け
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
方
策
は
。

利
用
動
向
を
見
て
検

討
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

質
問

質
問

市
長

市
長

吉田 郁夫

自
主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
状
況
と
対
応
は

す
べ
て
の
団
体
に
委
嘱
・

登
録
身
分
を
き
ち
ん
と
す
る

ＱＡ

問質
般一

質
問

質
問

質
問

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

質
問

企
画
財
政
部
長

市
民
生
活
部
長

ごみ出しは分別して

ボランティアの活動と子供たちの登校風景

教
育
長

質
問

市
長

質
問

市
長

事
業
系
ご
み
が
増
え
て
い
る

市
民
生
活
部
長

質
問

ご
み
堆
肥
化
は
地
球
温
暖
化

防
止
・
地
産
地
消
・
食
育
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市
は
自
主
防
災
組
織

の
必
要
性
を
訴
え
、
そ
の
結
成

を
促
し
て
い
る
。

旧
自
治
体
に
あ
っ
た
自
警
団

活
動
費
も
合
併
時
の
申
し
合
わ

せ
と
し
て
廃
止
す
る
が
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
で
安
全
安
心
の
町

が
つ
く
れ
る
の
か
。

財
政
が
い
か
に
厳
し
く
と

も
、
市
民
の
防
災
活
動
を
支
援

し
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
安
全
安

心
の
町
づ
く
り
の
基
本
と
考
え

る
が
。

財
政
事
情
が

厳
し
い
折
、
今
後
ど
の
よ
う

な
支
援
が
可
能
か
検
討
し
て

い
き
た
い
。

子
育
て
は
親
の
責
任

で
あ
る
が
、
そ
れ
が
か
な
わ
な

く
な
っ
た
と
き
、「
安
心
し
て

社
会
に
任
せ
な
さ
い
、
お
手
伝

い
し
ま
す
よ
」
と
、
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
を
示
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
。

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
白

山
市
と
し
て
、
少
子
化
対
策
へ

の
決
意
の
証
し
と
し
て
「
赤
ち

ゃ
ん
ポ
ス
ト
」
の
よ
う
な
取
り

組
み
は
ど
う
か
。

赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生
す

れ
ば
全
家
庭
を
訪
れ
、
不
安

や
悩
み
の
相
談
に
乗
っ
て
い

る
。
児
童
相
談
所
と
も
連
携

し
、
子
ど
も
に
と
っ
て
最
良

の
方
法
を
と
っ
て
い
く
。

全
国
に
白
山
の
名
を

持
つ
神
社
は
２
７
１
６
社
も
あ

る
。
こ
の
数
こ
そ
「
霊
峰
白
山
」

が
日
本
人
の
心
の
中
に
住
ま
い

し
て
い
る
証
し
だ
。

観
光
交
流
の
目
標
値
を
17
年

か
ら
23
年
で
約
８
％
の
増
と
し

て
い
る
が
、
も
っ
と
積
極
的
な

活
動
を
求
め
る
。

「
百
姓
が
持
ち
た
る
国
」
と

し
て
、
歴
史
に
名
を
と
ど
め
る

白
山
ろ
く
の
裏
に
、
来
春
、
自

動
車
道
の
全
線
開
通
が
待
っ
て

い
る
。

世
界
遺
産
た
り
得
る
「
霊
峰

白
山
」
の
地
の
香
り
の
高
さ
を

形
に
示
し
て
内
外
に
発
信
せ
よ
。

白
山
市
特
有
の
魅
力

あ
る
観
光
資
源
を
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
や
旅
館
、
民
宿
と
力
を

合
わ
せ
、
観
光
交
流
人
口
の

拡
大
に
向
け
、
全
国
へ
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
。

質
問

質
問

市
長

市
長

中西 恵造

地
域
の
防
災
組
織
に
支
援
を

求
め
る

ど
の
よ
う
な
支
援
が
可
能
か

検
討
す
る

ＱＡ

文
化
の
振
興
は
、
都

市
の
魅
力
を
高
め
、
産
業
振
興
の

基
盤
で
あ
る
。
都
市
の
経
済
力
、

農
業
・
工
業
・
商
業
の
振
興
は
豊

か
な
文
化
を
育
む
原
動
力
で
も
あ

る
。
文
化
と
産
業
は
、
都
市
の
活

力
の
両
輪
で
あ
り
、
文
化
と
産
業

が
連
携
・
融
合
し
た「
文
化
行
政
」

を
推
進
せ
よ
。

文
化
は
人
の
心
を
豊

か
に
し
、
地
域
社
会
の
き
ず
な

と
な
り
、
都
市
の
力
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
な
る
。「
文
化
の
な
い

と
こ
ろ
に
人
は
育
た
ず
、
企
業

も
集
わ
な
い
」
文
化
が
町
を
つ

く
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
な

い
。
こ
れ
か
ら
10
年
間
の
重
要

課
題
と
し
て
各
施
策
を
通
し
て

市
民
の
文
化
意
識
の
醸
成
と
充

実
に
努
め
る
。

文
化
行
政
は
総
合
行

政
で
あ
る
。
文
化
行
政
を
幅
広

く
全
庁
的
に
取
り
組
み
、
総
合

的
事
業
と
し
て
浸
透
さ
せ
、
一

元
的
に
推
進
す
る
よ
う
取
り
組

み
、
総
合
的
事
業
と
し
て
、
文

化
課
、
歴
史
遺
産
調
査
室
は
現

行
の
教
育
委
員
会
で
は
な
く
、

市
長
部
局
に
配
置
せ
よ
。

本
年
４
月
法
律
が
改

正
さ
れ
、
文
化
財
の
保
護
に
関

す
る
以
外
の
文
化
に
関
す
る
こ

と
は
自
治
体
の
長
が
管
理
、
執

行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
、
今
後
、
文
化
振
興
、
観
光

振
興
を
併
せ
持
つ
組
織
体
制
を

市
長
部
局
で
と
れ
な
い
か
検
討

す
る
。

町
並
み
、
都
市
空
間
、

産
業
、
芸
術
・
文
化
、
市
民
自

治
を
育
て
、
開
花
さ
せ
る
よ
う

な
新
し
い
都
市
・
文
化
政
策
を
、

産
業
政
策
、
都
市
計
画
、
環
境

政
策
な
ど
と
融
合
し
、
本
市
に

ふ
さ
わ
し
い
『
文
化
創
造
都
市

宣
言
』
を
表
明
せ
よ
。
ま
た
、

こ
れ
か
ら
の
地
方
行
政
や
町
づ

く
り
を
考
え
る
上
で
最
も
重
要

な
こ
と
は
、
正
し
い
時
代
認
識

に
基
づ
き
確
固
た
る
方
向
性
を

示
し
て
く
れ
る
哲
学
で
あ
る
。

白
山
市
民
の
哲
学
の
象
徴
と
な

り
得
る
『
市
民
憲
章
』
を
策
定

せ
よ
。

「
市
民
参
加
と
協
働
」

が
、
こ
れ
か
ら
の
白
山
市
の
新

し
い
活
力
を
生
み
、
文
化
を
基

調
と
し
た
町
づ
く
り
の
理
念
、

哲
学
が
市
民
の
中
に
醸
成
さ

れ
、
町
づ
く
り
の
大
き
な
原
動

力
と
な
る
。『
市
民
憲
章
』
及

び
『
文
化
創
造
都
市
宣
言
』
は
、

任
期
中
に
策
定
し
た
い
。

質
問

質
問

市
長

市
長

市
長

小川 義昭

『
文
化
創
造
都
市
宣
言
』
と

『
市
民
憲
章
』
を
策
定
せ
よ

ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
指
針
と

な
る
の
で
策
定
す
る

ＱＡ質
問

松任駅前文化ゾーン

観光バスが行き交う白山スーパー林道

市
民
生
活
部
長

観
光
推
進
の
戦
略
を
問
う

質
問
少
子
化
対
策
を
考
え
る

大切なのは日々の訓練

文
化
行
政
に
つ
い
て
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古河 尚訓

風
力
発
電
所
の
建
設
計
画
が

あ
る
が
行
政
責
任
は
な
い
の
か

反
対
の
声
も
あ
り
行
政
が
中
に

入
り
話
し
合
い
を
進
め
る

ＱＡ

平
成
20
年
２
月
、
第

45
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

が
本
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る

が
、
本
市
と
し
て
成
功
に
向
け
て

の
対
応
及
び
経
済
効
果
を
示
せ
。

選
手
、
大
会
役
員
、

引
率
者
、
保
護
者
等
総
勢
約

２
８
０
０
人
が
当
市
へ
来
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
、
経
済
効

果
と
し
て
、
選
手
団
の
宿
泊

代
や
リ
フ
ト
代
、
弁
当
代
、

お
土
産
代
、
さ
ら
に
は
、
開

催
地
と
な
る
白
峰
や
尾
口
を

は
じ
め
、
山
ろ
く
地
域
の
温

泉
施
設
利
用
な
ど
を
総
計
す

る
と
約
１
億
１
５
０
０
万
円

以
上
が
見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、

成
功
に
向
け
て
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
平
成
18
年
度
に
実

行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
県
、

市
、
県
ス
キ
ー
連
盟
、
市
ス

キ
ー
協
会
、
中
体
連
、
地
元
、

関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て

準
備
を
進
め
て
い
る
。

子
ど
も
の
健
全
育
成

の
た
め
、
関
連
事
務
を
一
元
化

し
た
子
ど
も
部
を
新
設
で
き
な

い
か
。

子
ど
も
の
た
め

の
相
談
体
制
の
一
元
化
を
図

る
た
め
、
今
年
４
月
に
子
ど

も
相
談
室
を
設
置
し
、
子
ど

も
に
関
す
る
相
談
、
救
済
な

ど
の
体
制
を
整
え
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
将
来
的
に
は
、
市

の
職
員
数
を
削
減
し
、
組
織

を
ス
リ
ム
化
す
る
過
程
に
お

い
て
、
事
務
の
一
元
化
等
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

子
ど
も
部
の
新
設
に
つ
い
て

質
問

総
務
部
長

河原 秀昭

全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
の

経
済
的
波
及
効
果
は

白
山
市
を
広
く
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る

効
果
も
期
待
で
き
る

ＱＡ

問質
般一

市
長

質
問

スキージャンプ台

スキー場看板

鶴
来
地
区
獅
子
吼
高

原
一
帯
に
大
規
模
な
建
設
計
画
が

あ
る
。
ま
ず
は
行
政
責
任
が
な
い

の
か
問
う
。
ま
た
景
観
や
動
植
物

の
生
態
系
破
壊
へ
の
懸
念
が
あ

り
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
に
か
か

わ
る
問
題
で
は
な
い
か
。

こ
の
施
設
自

体
は
大
規
模
で
あ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
検
討
が
必
要
。
地
元

の
意
思
統
一
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
事
業
者
や
関
係
団
体
の

間
で
十
分
な
話
し
合
い
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

反
対
の
声
が
出
て
い

る
の
で
、
行
政
も
中
に
入
っ

て
話
し
合
い
を
進
め
た
い
。

私
は
、
あ
え
て
あ
の
場
所
で

は
な
く
、
問
題
の
な
い
場
所

に
移
動
す
れ
ば
よ
い
と
思
う
。

教
育
長
の
６
月
議
会

答
弁
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
ら
え

方
を
さ
れ
て
い
る
。
再
度
１
、

２
年
生
の
少
人
数
学
級
が
基
本

で
あ
る
こ
と
を
明
言
す
べ
き
だ
。

１
、
２
年
生
の
少

人
数
学
級
は
、
原
則
継
続
し

て
い
き
た
い
。
し
か
し
２
年

生
で
は
、
当
初
か
ら
の
懸
念

事
項
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、

来
年
度
30
人
学
級
に
す
る
か
、

少
人
数
教
育
の
講
師
に
す
る

か
、
学
校
長
の
具
申
を
十
分

に
検
討
す
る
。

教
職
員
の
勤
務
実
態

に
改
善
の
兆
し
が
見
ら
れ
ず
、

健
康
問
題
も
深
刻
。
文
科
省
は

昨
年
実
態
調
査
を
行
い
、
具
体

的
な
指
示
も
出
し
て
い
る
。
ま

ず
は
白
山
市
の
学
校
衛
生
委
員

会
を
実
働
化
せ
よ
。
ま
た
、
無

意
味
な
報
告
書
が
、「
子
ど
も

と
か
か
わ
る
時
間
」
を
奪
っ
て

い
る
。
行
政
と
し
て
具
体
的
手

だ
て
を
示
せ
。

一
昨
年
立
ち
上
げ

た
衛
生
委
員
会
は
年
１
回
開

催
し
、
今
年
も
早
急
に
開
催

す
る
。
報
告
業
務
に
つ
い
て
、

市
の
も
の
は
見
直
し
精
選
し

て
お
り
、
県
の
も
の
は
教
職

員
研
修
に
か
か
わ
る
も
の
が

多
く
、
前
向
き
に
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
。県

か
ら
の
業
務
が
、

ど
れ
だ
け
負
担
に
な
っ
て
い

る
か
把
握
し
て
い
な
い
の
で

聞
い
て
み
た
い
。

（
再
質
問
答
弁
）

教
職
員
の
勤
務
実
態
と

健
康
問
題

質
問

質
問

市
民
生
活
部
長

風
力
発
電
所
計
画
に
つ
い
て

教
育
長

教
育
長

教
育
長

七尾市中島町「虫が峰風力発電所」

質
問

市
長

少
人
数
学
級
の
扱
い
を

再
確
認
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総務企画常任委員会法政大学との協力協定による
事業が進められる

法
政
大
学
と
の
協
定
に
よ
る
事

業
の
内
容
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

今
回
の
事
業
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
・
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
人
材
が
実
際
に
地
域
に
入
り
込
ん

で
地
域
を
盛
り
上
げ
、
地
域
づ
く
り
専

門
家
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
人
材
の

育
成
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
中
小
企

業
・
商
店
経
営
者
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ

う
、
商
店
、
中
小
企
業
の
経
営
に
つ
い

て
再
度
勉
強
し
直
す
観
点
か
ら
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
地
域
に
と
っ
て
役

立
つ
と
考
え
て
い
る
。

法
政
大
学
と
の
事
業
協
定
の
期

間
は
何
年
か
。

平
成
１９
年
度
か
ら
２１
年
度
ま

で
の
３
年
間
を
予
定
し
て
い
る
。

白
山
ろ
く
地
域
の
振
興
策
な

ど
本
市
が
持
つ
課
題
を
提
起
し
た
上

で
、
お
互
い
に
意
見
出
し
合
い
、
十
分

協
議
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
た
い
。

平
成
１８
年
度
決
算
剰
余
金
の
２

分
の
１
以
上
を
基
金
と
し
て
積
み
立
て

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
ち
ょ
う
ど

２
分
の
１
と
し
た
理
由
は
。

今
後
、
除
雪
費
な
ど
の
補
正
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
そ
の
財
源
と
し
て

残
し
て
お
き
た
い
。

除
雪
費
が
あ
ま
り
必
要
で
な
か

っ
た
と
き
の
対
応
は
。

基
金
に
積
み
立
て
る
か
、
公
債

費
の
繰
り
上
げ
償
還
に
充
て
た
い
。

９
億
２
７
０
０
万
円
あ
る
繰
上

充
用
金
は
、単
純
な
借
金
と
言
え
る
が
、

解
消
に
つ
い
て
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
。

合
併
当
初
は
、
５
年
間
で
解
消

す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
崩
れ
て
し
ま
っ

た
の
で
、
二
、
三
年
の
間
で
解
消
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

市
発
注
工
事
の
現
場
で
は
、
く

わ
え
た
ば
こ
や
ノ
ー
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

若
者
が
多
い
。
罰
則
規
程
が
必
要
で
は

な
い
か
。毎

月
、
一
、
二
回
現
場
を
巡
視

し
て
お
り
、
そ
の
と
き
に
、
気
を
つ
け

て
見
た
い
。

法
政
大
学
と
の
事
業
協
定
の

意
義
は

基
金
積
み
立
て
の
考
え
方
に

つ
い
て

繰
上
充
用
金
の
解
消
予
定
は

工
事
現
場
で
の
モ
ラ
ル
厳
守
を

質
問

質
問

質
問

答
え

答
え

答
え

質
問

質
問

質
問

答
え

答
え

答
え

意
見

７
月
２
日
か
ら
４
日
ま
で
、
行
財

政
改
革
、
特
に
財
政
の
健
全
化
を
主

眼
に
、
北
海
道
岩
見
沢
市
、
室
蘭
市

及
び
北
広
島
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

平
成
１７
年
３
月
に
３
市
町
村
が
合

併
し
、
今
年
３
月
に
平
成
２２
年
度
ま

で
の
行
財
政
改
革
大
綱
及
び
集
中
改

革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

基
本
理
念
は
、「
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
」
や
「
健
全
な
財
政
運
営
の
推
進
」、

「
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
市
政
の
推

進
」
な
ど
と
し
て
い
ま
す
。

集
中
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、
職
員
の

定
員
管
理
を
初
め
、
指
定
管
理
者
制

度
の
活
用
、
補
助
金
・
負
担
金
等
の

整
理
合
理
化
、
第
三
セ
ク
タ
ー
等
の

経
営
健
全
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昭
和
４０
年
代
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に

よ
る
急
激
な
人
口
減
少
の
た
め
、
昭

和
５６
年
に
第
１
次
行
財
政
健
全
化
方

策
を
策
定
し
平
成
１２
年
に
第
５
次
の

方
策
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
方
策
は
、
前
期
、
中
期
、
後

期
に
区
分
し
、
平
成
１２
年
度
か
ら
の

前
期
で
は
、
定
員
管
理
や
事
務
事
業

の
見
直
し
の
内
部
改
革
に
着
手
し
、

平
成
１５
年
度
か
ら
の
中
期
で
は
、
市

民
協
働
の
理
念
な
ど
を
取
り
入
れ
、

指
定
管
理
者
制
度
や
市
民
公
募
債
な

ど
を
導
入
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
１９
年
度
か
ら
の
後
期
計
画
で

は
、「
特
別
・
企
業
会
計
の
不
良
債
務

の
解
消
」
や
「
職
員
数
の
縮
減
と
組

織
の
ス
リ
ム
化
」
な
ど
を
柱
と
し
、

職
員
数
の
縮
減
で
は
、
同
規
模
自
治

体
の
７５
％
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

平
成
８
年
に
最
初
の
行
財
政
改
革

大
綱
を
策
定
し
、
平
成
１５
年
度
に
は

改
め
て
推
進
方
針
を
定
め
、
大
綱
及

び
実
行
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

主
な
改
革
は
、「
受
益
者
負
担
の

見
直
し
」
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

施
設
の
利
用
に
お
い
て
は
原
則
有
料

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
ゴ
ミ

用
袋
に
対
し
て
は
、
１
リ
ッ
ト
ル
当

た
り
２
〜
３
円
の
有
料
化
と
し
、
来

年
度
か
ら
導
入
し
ま
す
。

行
財
政
改
革
は
、
全
国
の
自
治
体

で
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
の
３
市
も

概
括
的
に
は
本
市
の
取
り
組
み
と
同

様
で
す
が
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化

や
税
金
の
収
納
方
法
な
ど
参
考
と
な

る
点
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

NPOが運営する青少年科学館（室蘭市）

総務企画常任委員会行政視察報告

事業協力協定締結記念式典

岩
見
沢
市

室
蘭
市

北
広
島
市



市
内
に
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト

イ
レ
は
何
カ
所
整
備
さ
れ
て
い
る
か
。

市
役
所
本
庁
２
階
、
松
任
文
化

会
館
、
松
任
図
書
館
、
市
民
工
房
う
る

わ
し
、
千
代
女
の
里
俳
句
館
、
鶴
来
地

域
４
公
民
館
に
あ
る
。
今
回
、
本
庁
１

階
、
ク
レ
イ
ン
に
整
備
し
て
い
く
。

順
次
、
公
共
施
設
に
整
備
を
推

進
し
て
ほ
し
い
。

障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ

れ
、
激
変
緩
和
措
置
が
取
ら
れ
る
が
、

福
祉
事
業
全
般
に
お
け
る
受
益
者
負
担

の
考
え
方
は
。

厚
生
労
働
省
の
施
策
に
よ
っ

て
市
の
方
針
も
変
わ
っ
て
い
く
が
、
ど

の
施
策
を
実
施
す
る
か
は
、
し
っ
か
り

と
選
択
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
。

平
成
１６
年
の
ク
ラ
ブ
建
設
時
に
、

空
調
設
備
を
検
討
し
な
か
っ
た
の
か
。

埋
蔵
文
化
財
整
備
室
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
た
建
物
を
改
修
し
て

１
階
を
保
育
室
と
し
て
使
用
し
て
き

た
が
、
児
童
数
が
倍
増
し
た
た
め
２
階

も
常
時
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
、
結
露

防
止
の
た
め
整
備
す
る
。

公
立
保
育
所
全
体
の
空
調
設
備

の
整
備
方
針
は
。

空
調
設
備
は
調
理
室
と
未
満

児
室
は
最
優
先
で
整
備
し
て
い
る
が
、

そ
の
ほ
か
の
部
屋
は
今
の
財
政
状
況

で
は
難
し
い
。
法
人
保
育
所
は
、
ほ
ぼ

完
備
し
て
い
る
と
聞
く
。

公
立
保
育
所
の
あ
り
方
検
討
委

員
会
が
設
立
さ
れ
た
目
的
は
。

保
育
所
経
営
の
効
率
化
を
図

り
、
市
内
の
保
育
所
の
適
正
配
置
や
統

廃
合
、
民
営
化
等
を
検
討
す
る
。
あ
わ

せ
て
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
適

確
に
対
応
で
き
る
保
育
所
の
体
制
づ

く
り
を
め
ざ
す
。

松
任
、美
川
、鶴
来
、河
内
図
書

館
の
図
書
情
報
シ
ス
テ
ム
が
平
成
２０
年

２
月
か
ら
統
合
さ
れ
る
が
、
今
の
図
書

カ
ー
ド
は
使
え
る
か
。

新
し
い
図
書
カ
ー
ド
に
交
換

す
る
こ
と
に
な
り
、
統
合
作
業
の
た
め

の
休
館
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
と
も
に
広
報

等
で
お
知
ら
せ
す
る
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。
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障
害
者
自
立
支
援
対
策
に
つ
い
て

松
任
ト
マ
ト
ク
ラ
ブ
空
調
設

備
に
つ
い
て

図
書
館
電
算
シ
ス
テ
ム
統
合

に
つ
い
て

保
育
所
に
つ
い
て

質
問

答
え

答
え

質
問

答
え

質
問

答
え

質
問

質
問

答
え

質
問

答
え

意
見

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
と
は

直
腸
が
ん
や
膀
胱
が
ん
な
ど
が
原
因
で
臓

器
に
機
能
障
害
を
負
い
、
手
術
に
よ
っ
て
、

人
工
的
に
腹
部
へ
人
工
肛
門
や
人
工
膀
胱

の
排
泄
口
（
ス
ト
ー
マ
）
を
造
設
し
た
人
の

た
め
に
特
別
な
設
備

を
備
え
た
ト
イ
レ
の

こ
と
。
次
の
よ
う
な

マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

去
る
６
月
２６
日
か
ら
２８
日
に
か
け

て
、
奈
良
県
橿
原
市
、
和
歌
山
県
世

界
遺
産
セ
ン
タ
ー
、
大
阪
府
箕
面
市

を
視
察
し
ま
し
た
。
今
後
の
参
考
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

橿
原
市
で
は
育
児
サ
ー
ク
ル
の
会

や
絵
本
読
み
聞
か
せ
の
会
、
お
話
の

会
な
ど
子
育
て
支
援
に
関
す
る
小
さ

な
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

の
活
動
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

課
題
は
、
申
請
が
少
な
い
た
め
、

ほ
か
の
子
育
て
支
援
事
業
と
の
関
連

を
図
り
周
知
す
る
こ
と
や
、
事
業
の

対
象
者
を
幅
広
く
と
ら
え
る
よ
う
に

し
て
、
新
し
い
発
想
で
地
域
社
会
の

子
育
て
支
援
の
意
識
を
高
め
て
い
き

た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
は
、

霊
山
や
山
岳
信
仰
に
加
え
て
奈
良

県
、
三
重
県
に
広
が
る
線
状
の
参
詣

道
や
周
囲
の
景
観
に
コ
ン
セ
プ
ト
を

置
い
て
、
平
成
１６
年
７
月
に
日
本
で

１２
番
目
の
世
界
遺
産
と
し
て
登
録
さ

れ
ま
し
た
。

登
録
後
は
、
資
産
及
び
文
化
的
景

観
を
良
好
な
状
態
で
維
持
す
る
こ
と

が
何
よ
り
で
あ
り
、
来
訪
者
に
対
し

て
紀
伊
山
地
の
参
詣
道
ル
ー
ル
の
周

知
を
図
る
と
と
も
に
、
世
界
遺
産
マ

ス
タ
ー
制
度
を
設
け
て
、
文
化
財
保

護
活
動
を
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

箕
面
市
は
、
青
少
年
関
係
、
幼
稚

園
、
保
育
所
、
早
期
療
育
、
児
童
福

祉
関
係
の
所
管
を
教
育
委
員
会
に
一

元
化
し
、
一
貫
し
た
子
ど
も
施
策
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

全
小
学
校
で
、
放
課
後
の
運
動
場
、

体
育
館
、
プ
レ
イ
ル
ー
ム
を
午
後
５

時
ま
で
、
児
童
の
遊
び
場
と
し
て
開

放
し
て
い
ま
す
。
指
導
員
が
見
守
っ

て
い
る
中
で
、
児
童
は
自
主
的
・
主

体
的
に
遊
ん
で
い
ま
す
。

運
営
は
、
学
童
保
育
事
業
と
と
も

に
社
会
福
祉
協
議
会
へ
委
託
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
今
後
は
放
課
後
子
ど
も

プ
ラ
ン
事
業
の
趣
旨
を
取
り
入
れ
て

い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

和歌山県世界遺産センターを視察

文教福祉常任委員会行政視察報告
橿
原
市
地
域
子
育
て
交
流

支
援
補
助
事
業

和
歌
山
県
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

箕
面
市
自
由
な
遊
び
場
開
放
事
業
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合
併
前
に
な
ぜ
土
地
を
整
理

で
き
な
か
っ
た
の
か
。

２０
年
前
の
ス
キ
ー
場
開
設
当

時
、
旧
河
内
村
が
造
成
費
用
を
予
算

措
置
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
土
地
の

賃
貸
に
よ
っ
て
施
設
を
設
置
す
る
た

め
の
用
地
を
造
成
し
た
。
土
地
所
有

者
等
と
２０
年
間
に
わ
た
り
売
買
に
つ

い
て
調
整
を
進
め
て
き
た
が
、
土
地

の
登
記
等
に
つ
い
て
、
相
続
等
の
問

題
か
ら
土
地
を
譲
っ
て
も
ら
え
る
状

況
に
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
平
成
１６

年
に
土
地
組
合
等
と
土
地
の
整
理
に

つ
い
て
同
意
が
得
ら
れ
た
た
め
、
以

降
登
記
の
手
続
き
を
進
め
現
在
に
至

っ
た
。

河
原
山
町
の
柿
の
木
は
、「
仏
師

ヶ
野
柿
」
と
い
う
こ
の
あ
た
り
で
も
有

名
な
柿
の
木
だ
が
、
熊
が
出
没
す
る
と

の
理
由
か
ら
伐
採
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
。あ

く
ま
で
も
、
手
入
れ
不
足
の

里
山
を
整
備
す
る
た
め
の
事
業
で
あ

り
、
河
原
山
町
に
つ
い
て
は
、
希
望
が

あ
れ
ば
柿
の
木
も
剪
定
、
伐
採
す
る
。

特
産
品
推
進
事
業
の
内
容
の
詳

細
を
示
せ
。

白
山
菊
酒
呼
称
統
制
機
構
が
白

山
菊
酒
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
っ
た
事
業

を
先
行
し
て
お
り
、
そ
れ

に
続
く
も
の
を
白
山
の
特

産
品
、
食
材
の
中
で
研
究

し
、
第
２
、
第
３
の
も
の

を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い

う
趣
旨
で
あ
る
。

機
構
で
は
、
さ
ら
に
白

山
菊
酒
の
認
知
度
等
を
向

上
さ
せ
る
た
め
、
外
部
の

専
門
家
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
等
の
意
見
を
聞
き
、
発

信
方
法
に
つ
い
て
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
を
ど
の
よ
う
に
作
成
し

Ｐ
Ｒ
す
れ
ば
よ
い
か
検
討

し
て
お
り
、
来
年
２
月
を

め
ど
に
新
し
い
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
立
ち
上
げ
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
の
作
成
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

内
尾
土
地
整
理
事
業
に
つ
い
て

森
林
環
境
保
全
事
業
に
つ
い
て

特
産
品
推
進
事
業
に
つ
い
て

質
問

質
問

答
え

質
問

答
え

答
え

去
る
６
月
２７
日
か
ら
２９
日
ま
で
の

３
日
間
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
コ
・
ビ
ジ

ョ
ン
沖
縄
、
沖
縄
県
浦
添
市
、
沖
縄

県
那
覇
市
を
視
察
研
修
し
て
き
ま
し

た
の
で
今
後
の
参
考
と
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
コ
・
ビ
ジ
ョ
ン
沖

縄
は
、
行
政
と
連
携
し
た
環
境
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
開
発
を
行
っ
て
お

り
、
視
察
で
は
、
ご
み
減
量
・
リ
サ

イ
ク
ル
講
座
「
買
い
物
ゲ
ー
ム
」
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

同
講
座
は
県
や
那
覇
市
の
委
託
事

業
と
し
て
、
小
学
校
４
年
生
か
ら
６

年
生
を
対
象
と
し
て
、
模
擬
店
舗
で

カ
レ
ー
の
材
料
を
買
い
物
し
な
が
ら
、

ゴ
ミ
や
リ
サ
イ
ク
ル
、「
食
」
に
つ
い

て
考
え
る
子
ど
も
向
け
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
１
万
２
０
０
０
人
が

受
講
し
て
お
り
、
受
講
者
か
ら
は
短

い
時
間
で
ご
み
問
題
を
考
え
、
環
境

に
優
し
い
消
費
者
を
育
て
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
高
い
評
価
が
な
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

浦
添
市
で
は
男
女
共
同
参
画
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
お
り
、
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
を
用
い
た
地
域
通
貨
「
察
度
」
を

活
用
し
、
男
女
共
同
参
画
事
業
の
周

知
拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。
仕
組
み

と
し
て
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
で
カ

ー
ド
に
ポ
イ
ン
ト
が
得
ら
れ
、
そ
の

ポ
イ
ン
ト
で
市
に
登
録
し
た
約
５０
社

の
協
賛
事
業
所
の
割
引
サ
ー
ビ
ス
な

ど
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
市
は
協
賛
事
業
所
に
対
し
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
等
で
宣

伝
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
１８
年
度
で
は
、
男
女
共
同
参
画

事
業
へ
８
１
０
名
の
参
加
が
あ
り
、

事
業
の
周
知
拡
大
に
も
効
果
が
得
ら

れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

那
覇
市
で
は
、
電
気
に
よ
る
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
割
合
が
約
６５
％
を

占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
節
電
は
温

暖
化
対
策
に
寄
与
す
る
と
考
え
、
一

般
家
庭
向
け
に
「
省
エ
ネ
ラ
イ
フ

エ
コ
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
作
製
し
配
布

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
家
庭
の
い
た
る
と
こ
ろ

で
取
り
組
め
る
省
エ
ネ
行
動
を
季
節

ご
と
に
分
類
し
、
季
節
に
合
っ
た
省

エ
ネ
行
動
を
紹
介
し
て
お
り
、
こ
れ

以
外
に
も
、
カ
レ
ン
ダ
ー
機
能
や
光

熱
費
の
書
き
込
み
欄
、
省
エ
ネ
に
関

連
し
た
マ
メ
知
識
欄
を
設
け
る
な
ど
、

市
民
の
興
味
を
引
く
よ
う
な
工
夫
が

な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

省エネライフ　エコカレンダー
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重宝されてきた仏師ヶ野柿

地
域
通
貨
を
活
用
し
た

男
女
共
同
参
画
事
業
（
浦
添
市
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
コ
・
ビ
ジ
ョ
ン
沖
縄

地
球
温
暖
化
対
策
（
那
覇
市
）

さ

つ

と



災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か

ら
な
い
の
で
、
事
前
に
危
険
箇
所
を

把
握
し
、
当
初
予
算
か
ら
反
映
し
て

ほ
し
い
。金

剣
通
り
線
の
整
備
は
必
要

か
。

駅
の
南
北
を
車
が
往
来
す
る

道
路
で
あ
り
、
区
画
整
理
事
業
の
中

で
も
重
要
な
道
路

と
し
て
位
置
づ
け

し
て
い
る
。

駅
の
南
北

を
つ
な
ぐ
自
由
通

路
は
必
要
か
。

歩
行
者
の

往
来
を
中
心
と
し

て
考
え
て
お
り
、

バ
ス
や
タ
ク
シ

ー
、
乗
用
車
の
集

積
場
と
し
て
駅
前

の
機
能
を
生
か
し

つ
つ
、
駅
周
辺
の

に
ぎ
わ
い
を
創
出

し
た
い
。駅

の
橋
上

化
と
自
由
通
路
の

今
後
の
計
画
は
。

北
陸
新
幹
線
の
整
備
に
あ
わ

せ
て
土
地
区
画
整
理
事
業
と
連
携
し
、

国
及
び
県
へ
要
望
活
動
を
行
う
。

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
北
陸
工
場
に

隣
接
し
て
予
定
さ
れ
て
い
る
工
業
団

地
に
調
整
池
は
必
要
か
。

現
在
実
施
し
て
い
る
倉
部
川

改
修
工
事
の
内
容
に
よ
り
、
必
要
で

な
い
場
合
も
あ
り
、
そ
の
方
向
で
検

討
し
て
い
る
。

意
見
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建設企業常任委員会 松任駅の南北をつなぐ
道路の整備について

災
害
復
旧
事
業
費
の
補
正
に

つ
い
て

松
任
駅
周
辺
整
備
事
業
の
効

果
に
つ
い
て

新
た
な
工
業
団
地
の
整
備
に

つ
い
て

質
問

質
問

質
問

質
問

答
え

答
え

答
え

答
え

８
月
２１
日
か
ら
８
月
２３
日
に
か
け

て
埼
玉
県
戸
田
市
議
会
、
福
島
県
須

賀
川
市
議
会
、
宮
城
県
東
松
島
市
議

会
を
視
察
研
修
し
て
き
ま
し
た
。
い

ず
れ
の
議
会
も
議
会
改
革
・
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
白
山
市
に
お

い
て
も
、
議
会
運
営
委
員
会
で
議
会

改
革
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

戸
田
市
議
会
で
は
、「
議
会
改
革
特

別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
取
り
組
ん

だ
結
果
、
①
市
民
に
開
か
れ
た
議
会

と
す
る
た
め
、
常
任
委
員
会
の
一
般

公
開
②
政
務
調
査
費
の
透
明
性
を
高

め
る
た
め
、
領
収
書
写
し
の
添
付
③

わ
か
り
や
す
く
、
白
熱
し
た
論
戦
と

な
る
よ
う
に
、
一
般
質
問
を
一
問
一

答
方
式
に
変
更
④
議
員
定
数
の
見
直

し
と
し
て
１
名
削
減
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

須
賀
川
市
議
会
で
は
、
地
方
分
権

時
代
に
見
合
っ
た
議
会
運
営
と
す
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
の
「
会
議
規
則
」

や
「
委
員
会
条
例
」
等
を
整
備
し
、

新
た
に
「
議
会
基
本
条
例
」
を
制
定

し
て
お
り
、
こ
の
条
例
は
福
島
県
内

初
で
あ
り
、
全
国
で
も
先
駆
け
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
６
月
に
「
議
会

改
革
調
査
特
別
委
員
会
」
を
設
け
、

今
後
、
議
会
活
性
化
の
調
査
、
提
言

に
取
り
組
む
と
の
こ
と
で
し
た
。

東
松
島
市
で
は
、「
議
会
改
革
調

査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
新
市

と
し
て
の
議
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

集
中
的
に
論
議
を
重
ね
、
政
務
調
査

費
の
使
途
の
公
表
、
本
会
議
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
、
議
員
研
修
成
果

の
公
表
な
ど
１４
項
目
に
つ
い
て
方
向

性
を
提
言
す
る
と
と
も
に
厳
し
い
財

政
状
況
を
踏
ま
え
、
議
員
報
酬
の

３
％
削
減
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
合
併
後
の
初
議
会
で
、
会
議
条

例
を
制
定
し
、
条
例
、
規
則
の
一
本

化
に
よ
る
議
会
運
営
の
体
系
化
を
図

っ
て
い
ま
す
。

東松島市の議場を視察

議
会
改
革
の
取
り
組
み

（
埼
玉
県
戸
田
市
議
会
）

議
会
活
性
化
・
会
議
条
例
の
整
備

（
宮
城
県
東
松
島
市
議
会
）

議
会
基
本
条
例
の
制
定

（
福
島
県
須
賀
川
市
議
会
）

松任駅

ふるさと館

千代女の里　俳句館

中川一政記念美術館

（都）宮永・北安江線

自由通路

（都）金剣通り線

松任城址公園 市民工房　うるわし

金沢方面金沢方面金沢方面

→→→

今後、計画されている金剣通り線と自由通路

議会運営委員会行政視察報告



「白山市になって」をテーマに

美川地域の中学生から、ご意見をいただきました。

音楽があふれる文化的な白山市へ　新出愛さん（美川中学校３年）
私は音楽がとても好きです。そして、
私が住んでいるこの白山市に、すべて
の人の心に音楽を届けられるようなイ
ベントがあるといいなと思っていま
す。音楽を通じて市民が一つになれる
ような大きなイベントを白山市につく

ってほしいのです。
たとえば野外で音楽祭を開催するなどです。多くの人が

気軽にお祭りのような感覚で音楽に親しむことができるよ
うにすることで、市民も楽しく交流し合えるようになるの
ではないでしょうか。

有名な演奏家の音楽会を白山市に誘致してもらえると、音楽
はますます盛んになり、県内のみならず県外からも人が訪れ、
市はさらに活性化し、豊かな町づくりができると思います。
また、白山市にも市民バンドを作ってもらいたいです。松

任には世界的に有名な　太鼓があります。市民バンドと
太鼓を組み合わせて、白山市独自の新しい音楽を生み出す
ことだって可能かもしれません。
私は、市民が胸を張って「この町に住んでいてよかった」

と言ってくれるような魅力的で明るい町に白山市がなって
くれるといいなと思っています。そこに、少しでも音楽があ
るとうれしいです。

私たちで創る白山市　山崎紘彰さん（美川中学校３年）
手取川が日本海へと流れ込む、その河
口に美川大橋が架かっています。美川大
橋からは、ＪＲ北陸線の鉄橋越しに霊峰
白山とゆったりと流れる手取川を同時
に目にすることができます。そして、四
季折々に変わるこの風景を僕はとても

気に入っています。
白山市を縦断するように流れる手取川は、その源を白山に有
する川であり、石川県の由来ともなった川です。また、手取川
という名前の由来は、まだ手取川が「比楽河」と呼ばれた時代
までさかのぼります。源氏の猛将である木曽義仲が南下しよう
としたときに、目の前に立ちはだかった川が手取川だったので

す。木曽義仲の軍が手取川を渡るとき、流されないように兵士
と兵士が手を取り合って渡ったと言います。また、昔から手取
川の扇状地に住まう人々は、手取川から多くの恩恵を受けてき
ました。しかし、人々は暴れ川でもある手取川を決して押さえ
つけようとはしませんでした。人々は、手取川をうまく利用す
ることで、共存してきたのです。私は、先人たちの自然への接
し方に私たちが学ばなければならないものがあると思います。
私たちは、先人たちが守ってきた霊峰白山、そして白山を源
とし豊かな水を与えてくれる手取川を大切にしていかなけれ
ばなりません。そして、これからの白山市を担う私たち一人一
人が互いに協力し合うことで、よりよい白山市を創っていかな
ければならないと思います。

美しい川を取り戻すために　小田綾乃さん（美川中学校３年）
私は、小学校三年生の時に、安産川

（やすまるがわ）のゴミ拾いをしたこと
がありました。その時の感想に次のよう
に書いたことを、今でもよく覚えていま
す。「私が大人になるころまでには、も
っときれいな川にして、私の子どもに見

せてあげられるといいな。」そのために、私たちは、ゴミを捨
てないように呼びかける看板などを作りました。
しかし、現実はどうでしょうか。川は、以前以上にゴミが

たくさん落ちています。川に生息する魚も減っているとい

う話を聞きました。そんな中、地域の人たちは、昔のような
川が戻るようにゴミ拾いをするなど、さまざまな活動を行
っています。川を汚しているのは、現代に生きる私たちなの
だから、そのような活動にもっと参加する必要があると思
います。ですが、その前に一人一人がゴミを捨てていなけれ
ば、このような問題も減っていくのではないでしょうか。
これからは、私たち若者も地域の人たちと協力して、以前

の美しい川が戻るようにしていく努力が必要だと思います。
そして、白山市の川が、将来、自信を持って自分の子どもに
見せられるような川になることを願っています。
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